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倫理の裏づけとしての慈悲

叡山学院教授

坂本虞博

坂本でございます。実は現代仏教ということでありますが、専門に考えているわけでは

ありませんので、この場所で議論させていただくことが、 私が出てこなければいけない理

由はたぶん何もないと思います。桂先生にこれは何が何でも出てくれなければと言われて

出てきたわけで、これから話す話も、いわゆる現代仏教を上手くしゃべれるかと、そんな

ことはありませんので、その辺をお許し願いたいと思います。

実は、今日は社会と政治と実は問題があるかもしれないというサンガラトナさんのお話

がございました。それ以前に、サンガラトナさんは実はうちの学院で勉強してくれました

ので、 24歳でしたか、彼がインドへ帰るときには本当に大丈夫かなと。これは現在、叡山

学院の院長をやっております堀沢祖門が彼の比叡山にお ります時の師匠でご、ざPいますが、

彼も延々と悩んでいました。

それ以上に、確かあの時はわざわざ院長室に呼ばれて 「おい、こんなことを言っている

ぞ、どうしよう」と言われて、 「これは僕には返事できませんよ、彼が決める ことです」

と言ったのですが、 実は彼は結婚をして、いわゆる先ほどの話でいうと聖職者としてイン

ドに渡るのではなくて、みんなで大乗仏教を広めるためにインドに渡るのだという話を聞

きまして、大丈夫だろうかなと言われたのですけれども、大丈夫かと言われて「うん」と

言うわけにもいきませんし、 「分かりません、彼の努力次第でしょうね」と言ったのです。

いまほどの話を聞いていまして、やはりすごい苦労をしたのだろうなと思いながら、彼の

いうところを聞き入ったのでした。今後の活躍を期待したいと思ってお りますし、いよい

よ元気で頑張っていただきたいと思っております。

天台仏教は、最澄さん以降はずっとそうなのかもしれませんが、国家といいますか社会

というものとの付き合いを本当にやるという ことを、ず、っと考えてきたのだと思います。

ただし、現状の天台宗はあまりにも小さ くなりすぎまして、その力は一切ございません。

言い過ぎかもしれませんが、本当に残念ながらその力はありません。

ただ、いろいろ思うことがありまして、まず最初にこういう馬鹿な本があります。何年

か前に、寺脇研をご存じだと思います。例のゆとり教育の問題の時に初等教育の課長か何

かでもって、延々と土曜日を休校にするだとか、ゆと り教育で週何時間 しかやらなくてい
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いとか、その結果として日本の教育レベルは、これはペーパーテスト上かもしれませんが、

すごく下がった。たまたまそのころの時代に書かれています。これは本気で読むつもりで

買ったのではなくて「へえ、そんなこともやるのだJと思っただけで買ったわけですが、

教育をないがしろにするという意味では、誠にけしからんというふうに思っています。

それで実はここで、教育とか仏教が何か本当はしゃぺらなければいけないという話の時

に、もう一つありますのは、これも最近気に入らない話。リーマンショ ック以前からずっ

とあったのだと思うのですけれども、 実体のない経済と言って、これも経済学を知らない

でしゃべっていますから、経済学者の方から言われた ら、馬鹿を言っているなと言われで

もしょうがないと思いますけれども、何か勝手に上のほうだけでふわふわしていて、金を

もうけることだけに執着している。

ものを作るのだ、ったらものを作ったことによって金をもうける。サービス業だってそれ

は社会に明らかに貢献していますから、それは正当な行為だと思うのですけれども、 金を

やり取りするだけで何が何でももうけようとしている人。 それを許すようなことを言った

り許してはいけないということを新聞等、ジャーナリストが言えないことが間違っている

のではないかというように、怒りに近いことを延々と思っています。

それで実は今日、こういったシステム、倫理をどうやって現在の社会の中で納得しても

らえるように我々がしゃべる努力をしなければいけないのではないかなという話を、ほん

の一端でもできればいいかなと思って出てきたわけでして、二宮金次郎なんてのも実は必

要なのでしょう。いま言いましたように、まさに乱暴な話から入ります。

まさしく、倫理を表に出す。そうすると確かに社会は安定する。江戸時代がずっと安定

してきたのは仏教ではないかもしれません。儒教が表だったのかもしれませんが、でも実

は例えば私は田舎の檀家か60軒ぐらいしかない本当にど田舎の寺ですが、そこの寺の蔵の

中に『大学』があるのです。 12冊ある。ということは、寺子屋といいますが、少なくとも

勉強したい人たちにお坊さんがそれを教えるだけの努力をしてきたのだろう と思います。

全部表紙は張り替えてありますから、延々と使い込んで、最終的には渋皮を塗った紙で表

紙を作り直してあり ますから、延々と使い込んだのだろうと思います。

ですから、そういう意味で寺が教育に携わってきたと思ってみると、倫理そのものにな

る。 w大学』というのは、 例の修身があちこち説かれており、それを明治以降使いすぎま

して、 逆に批判されるようですけれども、修身 ・斉家 ・治国・ 平天下の前にもう一つ心を

誠にする。誠心という話が書いであるわけでして、否定形で読んではいけないのだと思い

ます。そういうことをずっとやってきた。それをどうもないがしろにしつつあるのが仏教

かなという気が延々としているわけです。

ただし、そうは言いながら、物事というのは二面性がございまして、イスラム原理主義

がどうのこうのという話が現在テレビであちらこちら出てまいりますが、あの問題になり

ますと徹底的に乱暴になり ます。あそこまで乱暴になるとそれはまた問題かな。そうする
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と、どのレベルでどう考えるのだという点に関しては、残念ながら答えを持っておりませ

ん。

それでもうちょっと話をいい加減に申し上げます。たまたまここにシ卜一会というキリ

スト教の修道院があるのです。なんでこんな話を出すかといいますと、たまたまうちの卒

業生で川崎のほうで幼稚園をやっているものがいました。それが教員の研修旅行でヨーロ

ッパへ行きました。 I先生ついて行ってくれない?J Iおれは何も知らないよ、その国j

と言ったら 「知らなくていいのだ。その代わり例えば何か一つテーマがいるよね」と彼が

言い出したのです。

僕は何も分かっていないけど修道院を見せて。修道院を例えばこのぐらいの旅行のうち

に三つでも四つでも入れてくれるのだったらその旅行に喜んで付き合うよということで2

回ほど付き合いました。そうすると、例えば南フランスのほうでカタリ派という、結構こ

れは強烈な戒律主義をとった集団なのだそうですが、それの荒れ果てた修道院跡。場合に

よると山のてっぺんまで教会そのものを上げますから、他の集団(十字軍)から攻撃を受

けるのを避けるために、わざわざそんなところまで引っ込んだというような説明を現地で

受けました。

現在、シ卜一会の修道院に行きましでも、 そんなにたくさんの数はいません。昔は何百

人いたというのですけれども、今やひょっ とすると10人とか、大きいところでせいぜい20

人しかいません。ですから、そういう意味では修道院の組織そのものが中途半端になって

いるというか、どうにもならなくなっているのだろうと思います。たまたまそのシトー会

といいますのも聖書を重んじて、時々に裕福になりすぎるのに反発して、時々にもう l回元

に戻ろうよということを延々と繰り返してきています。現在ですと トラピスト会という格

好で日本にも、確か北海道に、修道院として続いているようですが、戒律を厳しくすると

どうも小さくなる。そんな感じもあるのかなと思いながら。

そこから先なのですが、どうやって戒律を復興することによって生き残ったかというよ

うなことと裏表の関係になるのであろうと思います。たまたま天台で申しますと最澄さん

が大乗仏教、だから大乗戒だという話をされます。先ほどの小乗だ大乗だという話からい

くと、最澄さんの場合はどうも大乗だと言いすぎていますから、問題があるのかなと思わ

ないこともないですけれども、少なくとも十重四十八軽戒という問題だけはちゃんと持っ

て二百五十戒なんて捉われるな、なんてことを言うわけです。

ところでその後それをどうやら定着させますのが、今年報思忌にあたっています、最澄

さんの弟子の慈覚大師円仁であります。円仁に『顕揚大戒論Jという書物があるわけです

けれども、たまたま『顕揚大戒論』の序文を菅原道真が書いたということになっていまし

て、お父さんの是善に依頼したようですけれども、息子の出世のために書かせようという

ことで、菅原道真が書いたということであります。

例えばご覧いただくためには岩波の古典文学大系の中に『菅家文草』と称するものがご
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ざいますが、あそこの中にその序文は載っております。その序文の後ろに解説がほんの短

く書いであるのですけども、菅原道真のこれが出世作である。一番若いころの序文です。

しかもこの序文が現われたことによって、大乗戒は定着したのだとその人は書いているの

です。それは何かといいますと、安慧といいます慈覚大師のお弟子さんがお礼状にそれを

書いている。こんな素晴らしい序文を書いていただいたからよかったと書くのです。

要するに、この場合にもきっと教団内で論争しているだけだったら単なる水掛け論で終

わるものが、たまたまなのだと思いますけれども、菅原道真が序文を書いた。 そうすると

貴族たちの目に触れることになる。貴族たちが読んでその中でみんなが納得すればいい。

それで確実にそれが定着する。たぶんそういうことだと思うのです。

ところで、そのあと本当に守ってきたかというと、どうも日本人は戒律に関してはいい

加減な面があるのですが、それでもどうなのでしょうか。 例えば鎌倉のお祖師さんたち。

例えば栄西さんには『出家大綱』でしたか、要するに戒を守れ。戒というものの場合、そ

んなきつい戒ではなくて六斎戒だ、八斎戒です。あれを守れ。そして坊さんらしい服装を

ちゃんと着けていろ。昼から飯を食うなというようなところが重点は重点なのですが、そ

この中で、禅ということを書くわけです。道元さんにしても戒律の問題を論じますし、明

恵さんもやはり戒律の問題を論じております。

そうすると800年ぐらいのところであって、 1200年ぐらいのと ころである。 だから300年

ないし400年く らいのところで、戒律を守れというのもが出ると、ぎりぎり 「そんなものか

なj と思いながら仏教が続いていくための原動力の一つになるのかなと思ったりもするわ

けです。

天台の話だけにこだわることになりそうですけれども、例えば室町時代ですと、現在、

天台の真盛宗というふうに分かれておりますけれども、 「しんせい」というのと「しんぜ

いJと読む人もいるようですけれども、真盛が念仏と戒経を一致させるのだということで、

大乗戒ですけれども、例えば四国だとかいろいろなところに戒壇まで作って、そこの中で

信者さんたちを集めて、そして現代では一派を立てるだけの力として続くということにな

ります。

江戸時代になりまして、今度は先ほど 「大乗戒だ、大乗戒だ」と言っていたはずのとこ

ろへ安楽律という問題が起こります。これはそれ以前の覚法の思想だけでは本物の仏教で

はないと考えた人たちがいるのか、あまりにも覚法が、これも実は問題がいっぱいあると

思うのです。気楽に堕落したなんて考えてはいけないことは承知で言うのですけれども、

例えばそういうこ とを考えた人たちが戒律をちゃんと復興しろ。その時に戒律復興するた

めに何を持ってきたかというと、中国流の四分律を持ってきてしまうわけです。

要するに宋代のm米と言っています。 1000年ぐ らいのところで、北宋と南宋がある宋で
すけれども、あの宋代の天台学を日本に持ち込むわけです。その時にいわゆる四分律を持

ち込みまして安楽律と称します。ところが、片方でそれが支配しだすと、もう片方では、
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実は三井寺の人たちが中心にはなるようですけれども、敬光とか真流という人たちが、 「い

や、違うのだ。まさに大乗戒を守らなければいけないのだ」という話で延々とやります。

ですから、そういう人たちがいることによって、たぶん現在の天台宗が存在する。たぶ

ん、そんなふうに考えるのだろうと思います。本当のところは分かっていません。歴史学

として今、話をしているのではなくて、まさに直観みたいな話しかしゃべっていませんか

ら、いい加減な話だと思ってお聞きいただく のがいいかもしれません。

その中で、例えばたまたまそこにお出ししました資料で何が言いたかったといいますと、

実は戒律と言いながら、戒律は全部守れないものをちゃんと守れというふうに考えるのか、

そうではなくて守ろうとする気があること。これは漢文のままで、 誠にいい加減な出し方

で申し訳ないと思っておりますが、これは『党網経』の十重四十八軽戒の中の十重を一番

上に出しましたのですが、最初の部分は省略してあります。殺・盗・淫・妄語の部分とい

うのは説明しなくていいだろう ということで省略いたしました。

実はここの中でむしろ問題は後ろの四つ。これはある先生方によると、職伽師地論の系

列の戒律と完全にかぶっている。だからそれから持ってきて十重戒にくっつけたのだとい

う人もいるくらいですが、要するにどうやって人に教えるのか。偉そうなことをしないで

全部人に教えることができるのかというようなところが、中心的に書いであるというふう

に読めばいいのだろうと思います。

それから言いますと、いまの資料で一番最初に出てきますが、百古酒戒(こしゆかい)と

いうのがどうもこのルーツがわかりづらい。酒を売ってはいけないという定義なんですけ

ど。ただし、 『党網経』というのは変なお経でして、中国撰述だという人がいるのですが、

私は中国撰述だというのは反対で、 もうちょっ と西のほうでできているというふうに思っ

ています。それはともかく、もっ と単純に言いますと中国人だったら酒を売ってはいけな

いなんて戒律は絶対に書かない。だ、って酒はまさに天を祭るものであ り、これを否定した

ら物事は動かないはずです。だから逆に言うと、飲酒戒を四十八軽戒の2番目に持っていっ

ただけでもましかもしれません。でもここでも問題が多い酷酒戒を、 書かないだろうぐら

いに思っているのです。

ですから、もうちょっとよその世界を考えなければいけないというふうに思っています。

それはともかく、どこまで行きましでも、どうやって人に教えるか。その時に物惜しみし

ないかという話が延々と書かれたのが後ろのほうの戒だと思います。

たまたまそんなことで戒という話でいきますと、 三緊浄戒という問題も考えなければい

けない話になるわけでして、要するに戒律をちゃんと守るという話と、実は戒律を守るだ

けではなくて、良いことをするということも戒律の仲間だというように考える。 それ以上

に衆生済度することそのものが戒律だというふうに広げていくわけであります。そこには

問題を延々と考えることによって、宗教者だという顔ができる。顔ができるという言い方

はずるいのですけれども、それによって説得的かつ有効になるのです。そんなことまでひ
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つくるめて考えているのかなという気がいたします。

あまり難しいことを考えていなかったものですが、実は資料に先ほど言いました『顕揚

大戒論』の一部分を出しておきました。ここでは、実はこれだけ見せておいてどこを見ろ

というのかと、もうちょっとちゃんとしろと言われる点はお詫び致しますけれども、お坊

さんがお坊さんであるためには何かというときに、確かにいろいろなお坊さんがいる。悟

った偉い人は問題ない。でも、現実はというと、仏教の本音が分かっているお坊さんとい

うのが後ろの方にあるはずで、正見僧、物事をちゃんと正しく見ることができるお坊さん

という訳です。

この話の順番でいきますと、これは 『心地観経』を引くわけですから、出家者の戒律を

どのように考えるかという問題なのですけれども、菩薩僧があって声聞僧があって凡夫僧

(三資・四善根住)があって、その下に正見僧がある。正見僧はたぶん戒律は守れないの

です。でも、正因縁の法は知っていて、延々と働悔する。そんな話までひっくるめて、戒

律をどこかで考えている。

どこかで戒というか、生きざまを考えるということをやっているから仏教は切れずに続

いてきた。そんな世界を考えていいのかなと思っています。ですから、戒か何かを表に出

すと、表に出しすぎると先ほど言いましたように、とんでもない強烈な宗教になるわけで

す。中途半端に思っているからいいという言い方は完全におかしいですけれども、強烈で

はない戒がある。おきてではないです。戒めというのは自分の思いであるだけで、おきて

ですとたぶん集団からなり、民族からなり否定されるのですけれども、戒はたぶんそうい

うものではないのだと思います。人のことを思いやる慈悲といってもよいと思います。

その辺を延々となんとか守ろうとしてきたのが仏教者だという言い方をすればいいのか。

その戒律さえ守ろうという気が今はひょ っとするとなくなっているかも しれないのが一番

怖いわけでして、どこかでギリギリでもいいから守ろうという気があれば仏教は続くし、

そんなものはいいやと言い出すとたぶんどうなるかな、無くなるということを考える必要

があると思っています。

実はこの話は呼ばれま したときに弱ったなと言いながら、たまたま叡山学院という大き

なくくりの中でお声がかかったようで、誰も出ていかないというのはあまりに無責任な話

になりまして、やむを得ず出てきたわけでありますが、本当の意味で、私自身、実は中国

仏教の結構古いところしかやっていません。天台学はそれなりに原典そのものとして読ん

でいますけれども、仏教学全体としての天台とか、伝統教学としての天台をちゃんと読ん

でいるかというとそんなわけでもありません。せいぜい唐代までぐらいのものはなんとか

読まなければと思って読んできたという、そういういう種類の男でありますので、現在を

語れと言われたときに、本来、逃げ出さなければいけないはずの男が出てきまして、訳が

分からない話を申し上げたわけです。

ただ、くどいようですが、どこかで戒め、戒というのは自分自身の生き様と置き換えて
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もいいかもしれませんが、それを持ち続けないと、お坊さんではなく、煩悩に悩む人間で

さえなくなるわけですから、それくらいはせめて持ちま しょ うよということを申し上げて、

ったない話ですけれども、終わらせていただきたいと思います。
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線
。
而
芽
龍
臆
v
生
=
一
切
衆
生
明
遺
之
憲
一
而
庄
貫
一

ふ
句
生
z
@
一
切
来
生
顕
倒
由
之
心
一
患
者
E

是
菩
藤
波
羅
-

』
令
‘
東
罪

十
、
-
者
傍
@
子
。
自
説
a
出
家
在
家
菩
薩
比
丘
北
正
尼
葬

品
M
一
週
一
敬
v
人
競
轟
週
一
罪
過
因
@
葬
遇
緯
罪
過
法
界

・
遇
業
e

而
菩
藤
開
z
M
作
遭
悪
人
五
二
乗
悪
人
説
=
働

法
ゆ
非
法
非
帯
一
常
生
-
一
@
"
結
心
-
敢
4

ル
判
長
悪
人
輩
一
-

A
7生
局
大
乗
務
賀
市
菩
薩
-
民
主
自
詐
偽
法
中
罪
'

遇
-
*
者
，
是
脊
寵
渡
癒
実
罪

者
像
J
T。
自
讃
駿
他
涼
敬
R

入
自
額
控
他
一
難
他

国
旬
一
段
他
雑
穀
他
法
設
他
業
而
等
躍
前
回
線
'
代
・
“
一

切
衆
生
長
y

加
註
辱
一
悪
事
自
向
u

己
野
骨
梨
県
知

-
人
心
者
自
岨
F
己
徳

-F他
人
好
率
一
タ
他
人
手
酌
章
一

肴

是

道

義

法

羅

夷

罪

一

，
若
品
川
子
4

自
慢
教
-
一
人
懐
一
哩
図
@
憧
雑
怪
法
臨
業
.
一

而
菩
薩
見
絹
一
都
責
務
人
燕
乞
-
者
.
障
綱
前
入
所
須
m'

一

-
一
一
切
給
典
.
而
菩
薩
@
以
・
語
、
心
眼
心
一
乃
室
不
v
施
2

一
一
銭
一
針
一
草
一
有
-
一
求
v
法
4
4
一
一
小
z
錫
設
二
句
一
・
…

一
帰
一
敏
塵
許
涼
一
市
庄
更
薦
出
知
*
者
五
品
普
商
法
腕
純
一

.

葵

弗

・

一

者
傍
子
.
自
暁
歌
=
人
眠
一
一
瞬
図
面
眠
鰻
眠
法
醜
業
e

一

而
金
同
蕗
嬰
生
‘
一
切
衆
生
中
善
根
無
穆
Z
率
一
常
一

一
生
、
器
、
心
討
反
買
於
時
一
切
衆
生

-R
乃
思
於
z
非
一

衆
生
中
一

za悪
口
-
罵
辱
加
以
-
一
手
打
，
反
以
刀

e柱『一

意
猶
一
小
ν息
。
前
人
求
v
憐
善
言
機
関
語
映
}
伊
都
一

*
者
.
是
韮
同
藤
波
羅
夷
鼻

若
梯
子
，
自
欝
z
三
賀
-
教
ι
人
静
z
一
]
一
貫
一
静
岡
@
欝
藤

勝
法
欝
業
.
而
菩
薩
見
恥
川
撞
足
以
悪
人
一
言
辞
a

偽
音
義
一
如
-
-
三
百
鉾
刺
v
心
e

担
口
自
務
不
ν
生
主

必
孝
康
心
一
一

m
E
E助
a

悪
人
邪
見
入
替
V
者
。
是
陶
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問
薩
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羅
夷
罪
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内

一
宮
何
脊
麗
一
一
切
或
u

諦
脊
薩
戒
略
有
L
一
種
一
一

自
在
家
分
埼
一
一
e出
隷
分
戒
是
名
コ
一
切
戒
一

叉
卸
俊
a
止
在
家
同
窓
二
分
静
戎
一
路
銑
=
三
稽
二

。
樟
儀
戒
。
一
一
骨
掻
蕃
法
戒
d
一a
償
譲
有
情
或

律
儀
戒
索
。
開
脅
菩
暗
所
v

受
@
七
最
別
解
院
骨
骨

儀
。
闘
是
蕗
綱
初
波
d

軍
務
尼
戒
“
王
犠
戒
.
勤
M
m
@
男

波
.. 
動
策
女
波
.
迩
泰
男
戒
，
器
官
帯
女
浪
.
如
‘
是
七

種
噌
伎
町
北
在
家
出
家
二
分
一
如
権
償
'
勾
是
タ
婆

醸
律
儀
戒
『

構
樟
官
法
成
者
説
錯
普
醸
受
・
律
儀
群
後
ョ
所
有
{
一

切必
M
m
大
諮
問
提
一
声
量
需
意
積
町
集
能
善
一
線
説
名
一

清
=
嬬
普
品
問
戒
一
日
此
謹
一
宮
何
.
商
諾
脊
薩
依
v
戒
佳
一

ν
戒
。
於
陶
於
v
思

F
修
-
-
止
観
-
於
ν
禦
=
濁
潟
一
精
勤
一

修
島
、
如
是
時
時
於
脅
併
伸
長
一
糟
動
野
句
会
掌
…

題
担
問
割
問
一
雄
一
持
恭
敬
之
業
卸

F
家
長
-
動
阿
倍
椴

泰一

F
疾
病
卓
タ
悲
懲
役
軍
婚
侍
供
給
.
於
-
-
詩
抄

除
-
璃
以
奪
畿
日
於
ザ
ム
有
周
到
徳
-
補
特
仰
継
い
其
誠
讃

美
ョ
於
み
苦
渋
一
一
切
一
存
一
情

H
ゆ
一
服
栄
一
以
-
勝
意
」

鶏
-
起
-
-
簿
一
信
心
-
後
v
言
理
事
.
於
=
他
所
作
一
切
遠

.
犯
-
忠
揮
安
部
。
以
M

身
罷
・
意
己
作
米
作
一
句
務
相
一

一
翠
向
無
上
玉
籍
諮
問
提
一
時
時
批
評
題
担
誰
五
脚
"

一
NP
一
切
覆
上
妙
供
具
『
供
-
俳
法
信
一
一
於
n

詩
蕃
D
F

一
恒
常
勇
猛
精
遜
修
習
.
於
・
身
語
放
阿
佐
周
不
放
混
一

一
於
u

諾
畢
蕗
-
正
念
正
'
知
正
一
吋
防
み
費
詰
担
問
μ

一
計
余
知
量
.
初
夜
後
夜
常
倍
易
自
覚
悟
一
親
註
善

一
土
-
依
司
北
養
友
一
於
z
局
窓
犯
一
審
一
締
了
如
探
見
・
掛

-
失
一
蹴
審
了
如
深
見
通
巴
ぶ
央
朱
加
者
事
v意
穫

持
。
共
巴
犯
者
於
開
錦
町

一一諮
問
龍
同
品
凶
器
所
一
芸
心
畿
露

如
v
訣
悔
除
J
如
v
固
定
等
額
所
有
引
揺
護
持
e

鳩
町
長

諸
問
警
法
』
戒
悪
名
-
-
苓
薩
構
蕃
法
戒
M

号
何
警
醒
鵠
盆
有
崎
山
或
賃
如
此
戒
路
有
・
十
一

相
一
初
等
十
一
。
開
譜
脊
龍
於
・
篇
有
情
-
能
引
a
載

利
一
伎
役
事
業
奥
作
=
助
伴
勺
於
さ
諸
有
情
-
随
'
所
-
生

起
-
喪
病
等
摂
民
指
叶
侍
病
等
-
亦
作
民
助
停
.
又
訴
審

麗
依
=
世
出
世
種
種
謹
刻
一
橋
魚
崎
有
情
一
後
z
諸
法

要
一
先
方
便
融
先
如
v
理
詑
u

桂
A

乍
‘
肱
何
品
柑
符
披
役
義

別
一
叉
諸
脊
醒
於
品
先
有
v
恩
誇
有
情
肝
善
守
知

v
恩
。
陽
司
其
所
属
『
現
前
醐
報
.
又
諾
菩
薩
が
堕
穂

積
師
予
虎
狸
阜
魅
王
腕
水
火
等
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"
詩
有
情
類
い

一
山
首
能
救
護
。
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=
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脅
怖
畏
陽
一
又
諸
普
薩

於
v

詩
喪
町
失
財
賓
寂
属
』
詩
有
情
類
一
益
田
翁
開
解
令
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離
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愁
憂
一
叉
帯
諮
問
龍
於
'
有
v

匪
同
乏
費
生
来
具
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帯

一
有
株
m
類
施
剖
奥
一
一
切
費
生
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家
具
.
又
諸
君
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陸
随
叫
岐

道
理
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出
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止
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法
御
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来
。
又
賭
苔
蕗
揮
順

世
間
円
事
務
言
説
.
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召
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古
家
田
競
輪
慶
慰
固
一
関
b

時
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赴
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他
罪
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飲
食
帥
守
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以
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言
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之
.
遠
権

一
一
切
能
引
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無
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善
意
現
行
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品
跡
事
"
心
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一
随
時
E

又
詩
空
間
躍
委
醸
若
露
，
願
司
示
所
有
田
特
質
功

一
徳
プ
ア
諾
一
有
地
宿
敵
言
護
専
一
又
誇
脊
蕗
於
a
有
拙

者
一
向
健
J

親
鴫
刺
盆
安
鍵
増
上
意
築
一
調
伏
前

一
責
措
罰
駆
描
.
嬬
訟
山
一
ず
其
出
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木
寺
島
司
安
詮
替

虚
心
叉
詩
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円
擁
以
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紳
議
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.
方
便
一
柄
引
現
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落

主
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趣
等
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一
会
時
有
情
厭
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不
善
一
方
便
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恐
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司
勢
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ザ
争
世
一
作

額
示
諸
国
語
魚
ぽ
篇
凹

諸
執
小
師
4
.
但
知
書
間
漏
碕
.
未
"
信
長
『
曜
講
指
.

爾
乃
愚
昧
之
流
棋
ζ

相
官
陸
伶
名
-
而
峰
崎
剣
勝
聞
之
択
一

一
席
末
之
北
限
子
大
乗
戒
品
-
而
倶
沙
淵
之
戒
一
番
=

一
大
乗
-
界
図
v

新
市
興
.
背
融
制
-
業
従
恥
而
賞
。
永
-

一
檎
・
郡
龍
一
解
脱
無
知
。
今
引
=
大
乗
本
生
心
地
郡
一

一
粧
及
大
浬
鰐
極
等
-
願
=
示
此
一
器
開

初
引
=
心
地
隅
魁
一
索
。
大
乗
本
生
心
地
甑
艦
第
二

報
恩
日
間
一
z.蕃
凶
泊
予
.
世
出
世
間
・
一
タ
-
一
一
一
種
常
二
車
問

薩
階
、
二
部
開
情
。
・
三
凡
夫
常
。
文
殊
師
利
友
繍

割
等
是
普
商
借
。
向
調
合
利
弗
目
挫
漣
等
一
是
韓
聞

一
階
叫
若
-
一
質
成
説
別
解
脱
戒
誕
普
門
砂
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乃
若
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兵
二

足
一
切
正
見
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庚
翁
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他
茂
弘
同
開
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衆
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a
輿
衆
生
三
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凡
夫
常
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雄
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朱
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抱
v
桐
伶
綱
相
川
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戒
定

反
慧
解
脱
一
而
供
養
者
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=
無
量
制
川
一
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却
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一
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=
其
靖
国
一
復
有
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類
一
ん
あ
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周
併
一
一
於
係
各
ロ

一
利
反
仰
形
像
井
諾
法
借
蔀
所
制
戒
~
探
生
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敬
俊
一
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耕
邪
見
一
令
z
他
亦
紘
一
一
問
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法
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数
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一
飛
一
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因
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米
一
費
接
暑
臓
一
随
鋼
業
九
必
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-
悔
除
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業
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ゆ
師
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如
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入
信
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一
貫
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勝
伺
時
間
外
道
-
b

臼
千

一
高
催
。
亦
勝
一
間
種
時
輸
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主
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何
回
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瓶
一
切
裁

一
生
。
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鷲
金
花
一
雌
恥
婆
践
猫
一
勝
乙
切
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類
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亦
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勝
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除
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生
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千
寓
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傍
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悶
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品
澗
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人
位
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踊
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所
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穂
無

vF窮
諒
一
供
=
菱
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友
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翠
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塑
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熱
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司
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又
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史
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。
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。
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反
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縮
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摸
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